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【要旨】  
 慢性腎臓 病患者 では動脈 硬化が 進 展しやすく 、心血 管系イベ ントの 発 症リス
ク が 高 い 。 本 研 究 で は 血 液 透 析 患 者 に お け る ス カ ベ ン ジ ャ ー 受 容 体 （ SR-A, 
CD36）、 M−CSF(Macrophage colony stimulating factor)の役割 に着目 し た。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
 血液透析 30 例、年齢を合 わせた コ ントロール 10 例の 末梢血 より CD14 陽性細
胞を単離し 、 SR-A、 CD36、 M−CSF、 c-fms 遺伝子発 現を RT−PCR 法で解 析 した。
また、M−CSF の 血清中の 濃度を ELISA で測定し、SR 遺 伝子発 現と比較 検討 した。  
 SR−A と CD36 の遺伝 子発現は 、透析 患者で有意 に高値 だった (SR-A: p = 0.0060,  
CD36: p＝ 0.0255)。血清 M−CSF 濃度は 、透析患者 群で約 6 倍高 値（ 1121 pg/mL vs. 
176 pg/mL, p＜ 0.0001）で あった 。 さらに、 M−CSF の 遺伝子発 現は、 透 析患者
群で有意に 高値で あった（ 0.79 vs. 0.42, p = 0.0392）。 血清 M−CSF 濃度 と SR
−A、 CD36 とで は正の相 関を認 めた（ SR-A: p＝ 0.0086, CD36: p＝ 0.0284）。  
 血液透析 患者は 、 M−CSF 発現亢 進 により末梢 単球ス カベンジ ャー受 容 体の発
現が増強す ること で、酸化 LDL を 無 制限に取り 込み、 催動脈硬 化状態 に あるこ
とが示唆さ れた。  
